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「漏洩防止活動の促進について」

資料１
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中間貯蔵・環境安全事業株式会社

豊田PCB処理事業所
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１．今年度の安全スローガンについて 2

運転会社（TKS）社員から提案され、決定した本年度
の安全スローガンを食堂に大きく掲示

２．ヒヤリハット・気がかりの改善
（１）ヒヤリハット・気がかり情報の解析強化

解析データをトレンド化し、月報として発行し、傾向
管理と情報の共有化を強化

3

ヒヤリハット・気がかり解析データ （平成２６年度）



2016/5/17

3

２．ヒヤリハット・気がかりの改善 4

月別の対策実施率を管理

前年を大幅に上回る
提出件数を達成（1.8倍）

年間累計提出件数 月別提出件数の推移

平成25年度 平成26年度 平成26年度

２．ヒヤリハット・気がかりの改善 5

月別の対策実施率を管理

既に昨年度を上回る
提出件数を達成

年間累計提出件数 月別提出件数の推移

危険予知能力向上に繋がる気がかり
段階での提出が増加（３．６倍）

平成25年度 平成26年度 平成26年度
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２．ヒヤリハット・気がかりの改善 6

どの様な場所で、どの様な
ヒヤリハットが多いか、その原因
を解析し、安全活動の重要な
情報源として、新たな取り組みに
反映させる。

作業場所 災害事象

原因解析

前回のご指摘を受け、
その他原因解析を強化

３．新たなパトロールの開始 7

（１）現場でのヒヤリ事例確認活動
ヒヤリハット情報について、対策が確実に完了したか

をパトロール時に確認する活動を昨年4月スタート
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３．新たなパトロールの開始 8

（２）グループ間相互パト
ロール

別工程担当のグループ長
等が安全活動を直接パトロー
ルで確認し、互いのレベル
アップに繋げる新たな活動を
本年４月スタート

ｸﾞﾙｰﾌﾟ間相互パトロール用
チェック・シート

指摘のみでなく、他職場の良い点
を見つけ、自職場へフィードバック

チェックシートには広範、且つ
的確な２７の診断項目を設定

３．新たなパトロールの開始 9

（３）フード内パトロール

運転会社（TKS）の社長
を含めた幹部が中心となり、
フード内の４Sの確認と指導
を行うことで、より安全な
作業環境を作り上げることを
目的として、本年４月より
スタート



2016/5/17

6

３．新たなパトロールの開始 10

（４）公開作業の立会い

TKS幹部を中心とし、
災害リスクの高い作業
について、現場で実際の
作業に立会い、作業者に
よる安全確保の状況を
直接指導する安全活動を
本年４月よりスタート

11

４．リスクアセスメント（ＲＡ）活動の導入 11

ＲＡ活動の掲示板

手順書に基づき潜在危険要因（労働災害、漏洩、機
器破損）を抽出し、優先順位を付けて、対策を進める
新たなＲＡ活動をＴＫＳ全員参加で開始
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12

５．「安全ニュース」発行による安全意識向上 12

本年1月より、安全ニュースを毎月発行することで、
コミュニケーションを強化し、全員の安全意識の向上
を図っている。

13

（１）目的
新たに導入した潜在漏洩リスク低減評価法を指針

とし、優先順位をつけた対策を計画的に進め、ＰＤＣＡ
サイクルを廻すことで、継続的改善に繋げる。

（２）構成メンバー
JESCO（本社アドバイザー含む）、運転会社（ＴＫＳ）、

プラントメーカー（ＳＫＳ）で構成

（３）運営方法
1回/月の頻度でプロジェクト会議にて進捗確認

６．潜在漏洩リスク低減活動
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14

一般的なリスク評価 ＝ 影響度 × 事故（漏洩）発生頻度
漏洩リスク評価法

影響度 ＝ 漏洩区分（A）×流体区分（B）
事故(漏洩)の発生頻度＝ 作業頻度（C)

改善点
対策後、漏洩リスクが低減するかを定量評価する手法を導入

A: 漏洩区分

Ｈ ： 施設外への漏洩(10点） Ｄ ： 施設内、ｵｲﾙﾊﾟﾝで止まる漏れ（1点）
Ｇ ： 施設内、1Liter超える漏洩（4点） Ｃ ： 漏れ工程に進まない故障・異常（0点）
Ｆ ： 施設内、10cc～1Literの液溜まり （3点） Ｂ ： 故障・異常の可能性 小（0点）
Ｅ ： 施設内、10cc未満の液滴・滲み（2点） Ａ ： 操作ﾐｽで漏れる可能性 大

B: 流体区分 C: 作業頻度区分
３ ： PCB＞0.5mg/kg ３ ： 数回～数十回/日、連続
２ ： PCB≦0.5mg/kg、その他危険物 ２ ： 数回/月
１ ： 水 １ ： ほぼゼロ

６．潜在漏洩リスク低減活動
（４）漏洩リスク評価法

15６．潜在漏洩リスク低減活動
（５）対策実施後のリスク低減効果
立案した漏洩対策（点検・改造・手順書）を行うことで、

どれだけ漏洩リスクが低減するかを定量評価する手法
を新規導入

点検による対策を実施した
場合の漏洩リスク低減効果

％
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16６．潜在漏洩リスク低減活動

１年間の取り組み成果として、さまざまな対策を実施し
た結果、対策前と比較し、約６６％のリスク低減効果を
確認

手順書見直し改定
長期保全
計画立案

ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ膜交換

改善提案
の効果

作動油
漏洩対策

セーフテｲー
ネット等の
安全対策に
より外部へ
の漏洩リス
クは無い

約６６％のリスク
低減効果

ﾎﾟｲﾝﾄ

（新たに作動油漏洩リスクを追加）

17

（１）ヒヤリハット・気がかり活動シート改善により、前年
を大幅に上回る活動成果を得ることができ、安全
意識の向上に繋がった。

（２）どの様な場所で、どの様なヒヤリハットが多いか、
その原因を解析し、安全活動の重要な情報源として
今後の活動に反映する。

（３）本年４月より、新たに２つのパトロールとリスクの高
い作業への立会い活動をスタートさせ、作業環境の
改善や作業管理の強化を図っている。

７．まとめ
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（４）手順書に基づいた危険要因（労働災害等）を抽出し、
優先順位を付けて、対策を進める新たなリスクアセ
スメント（RA）活動をTKS中心に開始した。

（５）「安全ニュース」の発行により、安全意識の向上を
図っている。

（６）立案した漏洩対策を実行することで、どれだけリス
クが低減するかを定量評価可能とし、効果の可視
化を実現（毎月のＰＪで、進捗を管理）した。

７．まとめ


